nihongonokoen\u27nodan\u27waniokerusupichi reberu shifutonokeitaitokino by 谷口 まや
日本語の講演の談話 におけるスピー
チ ・レベル ・シフ トの形態 と機 能
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1.本 研 究 の 目 的 と 「ス ピー チ ・レベル ・シ フ ト」 の 定 義
1.1本 研 究 の 目的 と課 題
日本 語 教 育 の 現場 で は 、初 級 段 階 で は 、 まず 名 詞 、動 詞 な ど に 「で す 」 「ます 」 の 付 い
た丁 寧 体 か ら教 えて 、 「て形」、 「な い形 」、 「辞 書 形」 な どの動 詞 の 活 用 が提 出 され た 後 に 、
普 通 体 を教 え る のが 一 般 的で あ る。 ま た 、普 通 体 は、 家 族 や親 しい 友 だ ち と話 をす る時 に
使 わ れ る と説 明 さ れ てお り、 中級 以 上 の レベ ル に お い て も、丁 寧 体 と普 通 体 を混 用 した会
話 文 は ほ とん どの 日本 語 教科 書 に扱 わ れ て い な い ・
しか し、 実 際 の 日常 会 話 や新 聞 、雑 誌 な どの記 事 に は 、丁 寧 体 と普 通 体 の 混 用 は 意 外 に
多 く見 られ る 。 日本 語 母 語話 者 は 、 ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トを巧 み に 行 い なが ら・ コ ミ
ュニ ケ ー シ ョンを効 果 的 に進 め 、 人 間 関 係 を円滑 に 保 と う と して い る 。 しか し、 これ まで
の 日本 語 教 育 で は 、 この こ と につ い て は あ ま り触 れ られ て こ な か っ た 。
ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トに関 す る先 行研 究 に よる と、 そ の 機 能 は 、① 心 的 距 離 の 調 節
機 能(・ 伸 び一命 令 、 皮 肉 な ど ・縮 ま り一親 近 感)② 談 話 の 展 開 機 能(・ 新 しい 話 題 へ の 移
行 ・重 要 部 分 の 明示 、 強調 ・注 釈 、 補足 、 独 話 等 の 挿 入)の2種 に大 別 さ れ てい る。
本 研 究 で は、 日本語 の講 演 の 談 話 を資 料 と して 、 談 話 の 展 開 機 能 に 焦 点 を当 て 、先 行 研
究 に挙 げ られ て い る 以外 の機 能 につ い て も分 析 し、 そ の 成 果 を今 後 の 日本 語 教 育 の ・ 特 に
中上 級 段 階 の 指 導 に どの よう に効 果 的 に生 か す こ とが で き るの か を検 討 したい 。
1,2「 ス ピー チ ・レベル 」 の 定 義
本 研 究 で は 、 「ス ピー チ ・レベ ル 」 と は 、 あ る 「談 話 」 にお い て 選 択 され る文 末 文 体
(「で す ます 体」・「非 で す ます 体」)や 、 敬 語(い わ ゆ る尊 敬 語 ・謙 譲 語)の 使 用 、 不 使 用 、
終助 詞(「 ね」、 「よ」、 「わ」、 な ど〉 の使 用 、不 使 用 に よ る 「丁 寧 さ」 の レベ ル で あ る と規
定 す る。 ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トに 関す る先 行 研 究 に は 、 こ れ らの ス ピー チ ・レベ ル を
決 定 す る要 囚 を組 み合 わせ て 、2分 類 か ら9分 類 ま で の分 類 方法 が挙 げ られ て い る(【表1】)
が 、 以下 の 理 由 か ら、 本 研究 で は 、 「で す ます 体 」 と 「非 で す ます 体 」 の2レ ベ ル を用 い
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るD
①話 し手が聞き手を丁寧に扱うかどうかを表す 「文末文体」 と、聞き手や話題の人物 も
丁寧に扱 うことを表す 「敬語」を区別する。
話 し手が聞 き手 を丁寧に扱 うレベルには、「です ます体」の一段上のレベルの 「でござ
います体」があ り、講演の談話には頻繁に使われているが、本研究では、「ですます体」
の談話の中で変化した 「非です ます体」の形態や機能の分析 を目的とするので、「でござ
います体」は 「です ます体」の一部として見なす。
②先行研究において、スピーチ ・レベルと終助詞とは深い関係があることが指摘されて


























デ ス ・ダ ヨ・カ ナ ・ゼ ロ体(左 記 以 外 の もの)
宇 佐美(1995)3分 頚
敬 語 ・デ ス ・ダ
三牧(⑳01)5分 類
ゴザ イ マ ス ・デ ス ・デ ス ヨ ・ダ ・ダ ヨ
三 牧(1996)3分 類
デ ス ・デ ス ヨ ・ダ
三牧(1993)9レ ベ ル
語(疎 遠 ・親 密 ・軽 卑)x文 体(デ ス ・デ ス
ヨ ・ダ}
(注)デ ス,… デ ス マ ス 体 〔丁寧 体}ダ ヨ… ダ体 に 終助 詞 「ヨ」 「ネ 」 を付 加 した もの
ダ … ダ 体 〔普 通 体)カ ナ … 独 白体。 「カナ 」 「カ シ ラ」 「ダ ロ ウカ ∫
敬 語 … 「い らっ しゃる 」 「な さ る」 な ど ゴザ イ マ ス… ゴザ イマ ス体
デ ス ヨ… デ ス マ ス体 に 終 助詞 「ヨ」 「ネ 」 を付 加 し た もの
1.3「 ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト」 の認 定 基 準
本研 究で は 、「丁 寧 体 」「普 通 体」 とい う用 語 は使 わ ず に、「で す ます 体 」 「非 で す ます 体 」
とい う用 語 を使 う・ 「で す ます 体」 と は文 末 に 「で す」 や 「ます 」 が 付 い て い る もの で 、
「で ご ざい ます 体」 も含 む。 「非 で す ます 体 」 とは 、 文 末 に 「で す」 や 「ます」 が付 か な い
もの で 、「言 い さ し表現 」 や 「体言 止 め」 な ど も含 む。
本 研 究 にお い て 、 「ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト」 と は、 「で す ます体 」 を基 訓 とす る談 話
の 中で 、任 意 の 発 話 が 「非 です ます 体 」 に 変 化 す る こ とを指 す もの とす る 。















研 究 し た もの(石 崎2002)も あ る が 、 こ こで は 扱 わ な い 。 とい うの は 、 講 演 の 談 話 は 、
「で す ます 体」 を基 調 とす る もの が 主 で あ り、 そ の 中 で 、 「非 です ます 体 」 に変 化 した文 の
生 じる要 因 に つ い て分 析 したい ため で あ る。 す な わ ち、 宇 佐 美(2001)に よ る 「無 標 」・」・
(本 研 究 にお い て は 、 「で す ます体 」)か ら 「有 標 」(「非 で す ます 体」〉 へ と変 化 す る要 因 を
探 りた い た め で あ る。 ま た、 「有 標 」 か ら 「無 標 」 に戻 る理 由 につ い て も分析 して み た い 。
本研 究 に お け る ス ピ ーチ ・レベ ル ・シ フ トの 条件 は 、 同一 の参 加 者 の同 一 場 面 に お け る
ス ピー チ ・レベ ル の変 化 で あ る 。 同 一 の参 加 者 の異 な る場 面 に お け る ス ピ ーチ ・レベ ル ・
シ フ トを扱 っ た先 行 研 究 もあ る が 、 こ こで は扱 わ な い 。
2.先 行 研 究
ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トに関 す る研 究 は 、 社 会 言 語 学 的 立場 か らの分 析 と、文 法 的 立
場 か ら の 分 析 と に分 け られ る 。 日 本 語 教 育 の 分 野 に お け る前 者 の 研 究 は さ ら に 、 生 田
(1983〉 、 三 牧(1993〉 、宇 佐 美(1995)な どの 日本 語 母 語 話 者 の 発 話 を資 料 と して 、 そ の
使 用 実 態 、ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ トの機 能 な どを 明 らか にす る こ と を 目的 と した もの と、
上 仲 淳(1997)、 岡部 悦 子(2001)な どの学 習 者 の発 話 を資 料 と して 、 学 習 者 の使 い 分 け
の 特 徴 や 母 語 話 者 との 相 違 点 を探 る もの とに 分 け ら れ る 。 後 者 の 研 究 に は 、 メ イ ナ ー ド
(1991)、 野 田(1998,2002,2003〉 な どの 文 の 構 造 に関 す る もの が 挙 げ られ る 。
本 研 究 は、 講 演 にお け る談 話 展 開 標 識 の 機 能 と形 態 の分 析 を主 な 目的 とす る た め 、 後 者
の野 田 な どの文 法 的 立 場 寄 りの研 究 と して位 置 付 け られ る。
3.談 話資料の分析方法
3,1本 研 究 の 分 析 対 象
本研 究 で は 、4種 の 日本 語 の 講 演 の 談 話 資 料 にお け る ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トを分 析
した 。
【表2】4種 の 目本 語 の 講 演 の談 話 資 料1こお け るス ピー チ ・レベ ル ・シフ ト
資
料
テ ー マ 講演者 出典 時間数 総文数
シフ トの回数
〔比率)




② 「人間を信ず る とは」 五 木 寛 之
(1988)
ワ セ ダ ・カ ル チ
ヤ ー トー ク
90分 714 281(39,4%)









新 潮カセ ッ ト講
演
60分 294 124(42.2%)
3.2資 料 の 分 析方 法
(1)シ フ トの 回 数
シ フ トの 回 数 とは 、 「で す ます 体 」 を基 調 とす る 談話 の 中で 、「非 で す ます 体」 に変 化 し
た文 数(発 話 数)を 指 す。2文 続 け て シ フ トした場 合 は 、2回 と して数 え る。
講 演4資 料 で 、 連 続 して シ フ トが 起 きて い る 回数 は、 以 下 の 通 りで あ る。
【表3】 「非ですます体」 に連続 して シフ トした文故 〔発話数)の 比較
文数優 話敏} 1 2 34i 5 砺 7 昌 9 lo u 12 13 n 15 16 シフ トの
合計
①冷i戸内 22 7 3目3 57
一⑫r〔木 51 37 15i5 3 2 3 1 1 】 2Sl
③L坂 25 ll 613 1 3径
④司A㌧ 20 ll 7 1 2 1 1 1 13監
(2)「 で す ます 体 」 基 調
「で す ます 体 」 基 調 の 談 話 とは、 あ る談 話 で 、 「で す ます 体 」 の 文 が 談 話 全 体 の文 の 中 に
占 め る割 合 が50%以 上 の もの を指 す・・;。本 研 究 で 扱 う4種 の講 演 資 料 の 談 話 全 体 の 総 文
数 に対 し て 占 め る 「で す ます 体 」 の 比 率 は 、 資 料 ①85.1%、 資 料 ②60.6%、 資 料 ③
75.9%、 資 料④57.8%で あ る。
(3〉文字化の作成方法
講演の文字化資料の作成に際しては、一人の発話なので、発話に文番号を付 した。
4.講 演 に お け る ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トの 形 態 と機 能
日本 語 の 談 話 にお い て 、 ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ トが 起 こ る場 合 の機 能 に は、① 心 的距
離 の 調 節 、② 談 話 の 展 開標 識 、が 指 摘 され て い る。 三 牧(1993)は 、 こ の う ち② の 談話 の
展 開 標識 と して の 機 能 に注 目 し、 テ レ ビの 対 談 番 組 を資 料 と して 談話 分析 を行 って い る。
そ の 結 果 、 ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トが 談 話 の 展 開 標 識 と して機 能 す る場 合 、 次 の 点が 主
要 な機 能 で あ る こ と を明 らか に した。
(1)新 しい 話 題 へ の 移行
(2)重 要 部 分(結 論 ・結 末 ・意 志 ・事 実 ・論 点 等 〉 の 明示 、 強 調
〔3)注 釈 ・補 足 ・独 話等 の 挿 入
(「談 話 の 展 開 標 識 と して の待 遇 レベ ル ・シ フ ト」p.391
ま た、 岡部(2001)は 、 口頭 発表 場 面 に お け る敬 語 使 用 の 機 能 につ い て 分 析 して 、「で
す ます 体 」 が 「非 で す ます 体 」 に シ フ トした 部 分 の機 能 につ い て 、
「一 レベ ル」・「敬 語 無 使 用」 には 、 補 足 ・引 用 ・例 示 とい っ た挿 入 部 分 や 、話 題 の 展
開 を示 す 「構 造 標 識 」 と して の 機 能 が あ っ た 。
(「口頭 発表 場 面 にお ける敬 語 の機 能 」p.25)
日木 語 の 講演 の 談 話 に お け る ス ビー チ ・レベ ル ・シフ トの 形 態 と機 能
と述 べ て い る 。
また 、野 田(2003)は 、テ キ ス ト(書 きこ とば)と デ ィ ス コ ー ス(話 し こ と ば)に 分 け 、
「て い ね い調 の 中 に 中立 形 弔が 現 れ るデ ィス コー ス」 と して 、 以下 の もの を挙 げ てい る。
(1)聞 き手 に伝 達 す る意 識 が な く、 自分 の 心 情 を述 べ る文 が 中 立 形 に な る
(2)前 文 の 一 部 を繰 り返 した り否 定 した りす る だ けの 文 が 中 立 形 に な る
(3)従 属 節 と同 じ よ うに他 の 文 に従 属 して い る文 が 中 立 形 に な る
(「テ キス ト ・デ ィス コ ー ス を敬 語 か ら見 る」p.85〉
本 稿 で は 、講 演 にお け る談 話 展 開 標 識 と して の ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ トの機 能 を分 析
した結 果 、 上 述 の 先 行 研 究 に 挙 げ られ て い る もの と は異 な る 機 能 と して 、 以 下 に示 すD.
E.Fの 機 能 が 認 め られ た。
A.引 用 を示 す ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ ト
B.繰 り返 しに よ る強 調 の ス ピー チ ・レベ ル ・シフ ト
C.結 論 を示 す ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ ト
*D.話 し手 の見 解 や感 想 な どを示 す ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ ト
*E.列 挙(具 体 例 な ど〉 を示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト
*F.・1青 景 描 写(想 像 ・回 想 な ど〉 の ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト
(*印 は 、本 研 究 にお い て 、新 た に認 め られ た ス ピ ーチ ・レベ ル ・シ フ トの機 能 を示
す 。)
以 下 そ れ ぞ れ の ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トの 機 能 につ い て 、 例 を挙 げ て 説 明 す る。
(資 料 中、 「です ます 体」 に は 、 「非 です ます 体」 に は の 下 線
を引 い て 区 別 した 。 は、 当 該 の ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トの 機 能 で あ る こ と
を示 す マ ー カー 。)
A.引 用 を示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト
講 演 で 最 も多 く見 られ るス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トは、 引 用 を示 す シ フ トで あ る 。 「引
用 」 とは 、第 三 者 の 言 った こ とば や書 い た もの の 内容 に つ い て説 明 した もの で 、 シフ ト し
た文 に、 引 用 の 格 助 詞 「と」 や 「っ て」 が あ り 〔ま た は 、省 略 され て い る)、 シ フ トした
文 の前 後 に ト と言 って い ます 。」、 ト と書 い て あ ります 。」 な どの引 用 形 式 が あ る もの を
指す 。
〔D資 料③
101.き れ い な字 で,子 供 た ち に 当 て て,お 父 さ ん が精 い っ ぱ い書 い た遺 書 が た くさん基
っ て お り ます 。　
102.も,と にか く頭 の 中 を整 理 して る壁堕 。
103.処 刑 時 問 まで,ぎIlぎ りまで,,思 い つ くま まに,い ろ ん な こ と を書 い て,少 しで も
た くさん書 き残 して,子 供 た ち が大 き くな った ら、 読 む よ う に残 され た もの が並
わ け なん で す け れ ども。
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104.お まえ た ち は,小 さ くて 、 まだ 何 に もわ か らな い だ ろ う けれ ど も,と にか くお まえ
た ち が泣 くと,お 母 さん は,こ らえ て い る悲 しみが,一 遍 に堰 を切 っ て,こ み 上 げ
て くる だ ろ うか ら,お 母 さん、 困 らせ な い よ うに,お まえ た ち は あ ん ま り泣 か ない
よ うに して くれ とい う よ うな こ と も堂 い て ご がい 』す 。
105.上 の 女 の 子 に向 か って,お まえ は の りが 勿だ っ た な と。
106,お 父 さ ん は,国 の ため に一 生 懸 命 や っ て て,あ ん ま り子 供 の 面 倒 もみ なか った 。
107.今 ご ろ に な って,こ こに 入 っ て,お ま えが の りが大 好 きだ っ た な ん て い う こ と を,
よ うや く,ほ っ と して 思 い 出 して い る 。
108.子 供 た ち の面 倒 もみ てや れ な くて 、 とて も申 し訳 なか った け れ ど も,兄 弟2人 で 仲
よ く暮 ら して くれ とい う よ うな こ とが た くさん細 漁 。
例(1)の 文102、 文105～107は1引 用 を示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト」 の 箇 所 で あ
る.文103は 、どの よ うに して遺 書 が 書 き残 され たの か とい うこ とを説 明 して い る部 分 で 、
引 用 で は ない の で 、 シ フ トは してい な い 。文104は 引 用 内容 で あ る が 、 「書 い て ご ざい ま
す 。」 とい う述 語 で ま とめ られ て お り、 こ こ も シ フ トは して い な い 。
B.繰 り返 しに よる強 調 の ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト
野 田(2003:86)は 、 「て い ね い訓 」 の デ ィス コー スの 中 に 「中立 形 」 の文 が現 れ る条 件
の 一・つ と して 、 「前 文 の一 部 を繰 り返 す だ けの 文 」 を挙 げ て い る が 、 講演 資 料 に も、 繰 り
返 しに よる 強調 の ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ トが 見 られ る。
(2)資 料②
32.そ ういう時にですねえ、何か自分を支えて くれるものがあったから、今 日まで生き
一 。
33.そ れは何だっただろうっていうふうに考 えてみると、幾2一 。
34.越 。
C.結 論 を示 す ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ ト
講 演4資 料 と も、 講演 の 終 りに近 い 部 分 に結 論 を示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トが 見 ら
れ る。
(3〉 資 料④
29Lそ して 、その 、そ うい う文 章 共 通 語 が 出 来 上 が ります と、お 一 、誰 で も 自分 の 感 情 、
言 い に くか っ た 感情 、 そ れ か ら、言 い た い政 治 的 主 張 、 も し くは 個 人 的 な 主張 とい
う もの を文童 一 。
292.で 、 文 章 に しな くて も、 私 が 今 し ゃべ っ て お り ます よ うに、 長 しゃべ りを、 明 治 以
前 の 日本 人 と違 って、 え一 、長ユー とが で き る。
293.え 一、 そ うい う よう なス タ イル が共 有 の もの と して、 え 一、 ほ ぼ 、 我 々 の 文 化 の 中
に は、 成 熟 した の だ ろ う とい う、善 悪 を抜 き に した、 生 態 的 な お 話 を一
い たわ けで あ1〕ます 。
日本語 の講 演 の 談 話 にお け る ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トσ)形態,と機 能
294.ど う も長 い 問あ りが とう ご ざ い ま した 。
この シ フ トは 、 次 に述 べ るDの 「話 し手 の 見解 や 感 想 を示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ
ト」 と重 な る場 合 が 多 い 。 そ れ は 、講 演 で は 、最 後 に講 演 者 の見 解 や主 張 を述 べ て結 論 と
す る こ とが 多 い た めで あ る と考 え られ る。
D.話 し手 の 見 解 や 感 想 な ど を示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト
こ れ は 、形 の上 で は 、引 用 の格 助 詞 「と」 を伴 う場 合 が あ る とい う点 で 、Aの 「引 用 を
示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シフ ト」 に似 てい るが 、 話 し手 の 見 解 や感 想 が 含 まれ て い る とい
う点 で 、Aと は 区 別 す る必 要 が あ る と考 えた 。 シ フ トした 箇 所 は、 そ の 前 後 にあ る 「気 が
つ く」 「感 じが す る」 「考 え る」 「感 想 を持 つ 」 な どの話 し手 の 見 解 を示 す 述 語 で ま とめ ら
れ て い る。 ま た 、 シ フ トした文 ど う しの述 部 の形 は、 似 て い る場 合 が 多い 。
(4)資 料①




氏に愛 された女たちをもしか したら、紫式部は.書」祉 凶土2たん.じ爵_ないかしら。
9L最 初は、面白い小説を書いてやろうというふうな気持ちで一
92.え 、 しかし小説 というものは、あ一、なぜ か、あ一、登場人物が生命を益2堂
堂 。
例(4)の 文89「 考 え な くて も い い ん じゃ ない か 。」、文90「 書 きたか った ん じゃ ない か
し ら。」 と シ フ トさせ る こ とに よ って 、 文88「 あ る こ とに気 が つ き ま した 。」 の 「あ る こ
と」の 内容 を表 して い る。 シフ トした文 の述 部 は 、「～ じゃ な い か 。」「～ じゃ ない か しら。」
とい う よ うに 、 疑 問 の表 現 形式 に統 一 され て い る。
E.列 挙 〔具 体 例 な ど)の ス ピー チ ・レベ ル ・シフ ト
あ る事 柄 の具 体 的 な 内容 を列 挙 す る た め の ス ピーチ ・レベ ル ・シフ トで あ る。 シ フ トし
た文 は、2～4文 続 き、続 いて シ フ トした 文 の 述 部 は 同 様 の 形 とな って い る 。
(5)資 料①
35,こ の 光 源 氏 は 、 生 まれ た と きか ら、 あ あ 、 非 常 に 美 し くっ て 、輝 く よ う な美 貌 で 、
え、 そ の 、 お お 、輝 く よ うな 美 貌 の た め に 、 み ん な が 光 の 君 とい っ て 、 あ だ 名 を付
けて 一 。
36.あ あ 、 この 光 の 暦 は、 あ あ 、 た だ 美 しい だ け で は な くっ て 、 あ らゆ る才 能 を備 え て
生 まれて お りま した。
37.あ あ 、鰯 か とい い ます と、 お お 、 文 学 が璽 。
38.学 問 が で きる。
早稲田大学 日木認教育研究
39.音 楽 が で きる 。
40.そ れ か ら ま た 、 体育 系 の、 馬 に乗 っ た り、蹴 鞠 を した りで す ね、 そ うい う こ と もみ
ん な で きる。
41,何 をや っ て も、 もう、 当代 一 とい う、す ば ら しい 才 能 を型 。
例(5)の 文37～40の 述 部 は文37の 「ど うい う才 能 か」 とい う内容 の部 分 を シ フ トさ
せ て 、 具 体 例 を列 挙 して い る。 述 語 は、 「で き る。」 とい う形 に統 一 され て い て 、 講演 を聴
く者 に とって は 、 そ の 部分 が 光 源 氏 の 才 能 の 具 体 的 な内 容 を列 挙 した部 分 で あ る とい うこ
とが わ か りや す くな って い る。
F、 情 景 描 写(想 像 ・回想 な ど)の ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ ト
これ は 、 想 像 や 回 想 の場 面 を情 景 描 写 す る た めの ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ トで あ る ・ シ
フ トさせ る こ とに よっ て、 そ の 部 分 に臨 場 感 を与 え 、聞 き手 にそ の 場 面 が い ま眼 前 で 、進
行 して い る か の よ うな生 き生 き と した 印 象 を与 え る効 果 が あ る。 述 語 が現 在形 で あ る の も
こ の シ フ トの特 徴 で あ る。
〔6〉資 料②
233。え 一 、 い つ ぞ や 、そ の 銀 行 の 横 を 通 っ て ま した ら、 で っか い 、 こ う、看 板 が 出 て ま
して ね え 、絵 が一 。
234.ど う い う絵 か とい う と、若 い 夫婦 が 二 人 、あ の 、 丸 井 の 広 告 に 出 て くる よ う な 、あ
あ い う、 ニ ュ ー フ ァ ミリー とい う感 じの夫 婦 が 手 をつ ない で 立 っ て て 、子 供 が 、 え
え と、 一 人 い た ね え。
235。3人 が 、 こ う手 をつ な いで 、 に こ に こ笑 って 立 っ て る。
236.後 ろ に赤 い屋 根 の ツー バ イ フ ォー み た い な家 が あ って 、 で 、 お 日様 が 、 こ う、 空 に
出 て て 、 ひ まわ りが にっ こ りほ ほ え んで て、 で 、 そ の う、 若 い奥 さん の肩 にで す ね
え 、青 い鳥 が1匹 止 ま って ん で す 。
237.で 、下 に コ ピーが 、 こ う、 つ い て1る.。
238.「 ボ ー ナ ス は 、是 非 、 当銀 行へ 」 っ て一 。
239.で 、それ は こ う、 まあ 、何 げ ない コ ピー と して見 過 ご した んで す が 、そ の下 に ね え 、
もう1行 、 「幸 せ を呼 ぶ 青 い鳥 預 金 」 と融 い て あ る んで す ね。
240.「 青 い 鳥 預 金 」 とい う商 品 が あ る ん だ と墨 型 。
例(6)の 文234「 い たね え.」、文235「 立 って る。」、文237「 つ い て る 。」、 文238「 書
い て あ るね 。」 は 、看 板 の絵 につ い て 、情 景描 写 して い る部 分 で あ る。文234「 い た ね え。」
だ けが 過 去 形 に な っ て いる が 、 これ は 、 こ れか ら話 す 内 容 が 回 想 の 場面 であ る こ と を示 し
て い る た め で あ る と考 え ら れ る 。 そ れ 以 降 の 文235～240は 、 シ フ トして い な い 文236、
239も 含 め て 、 現 在 形 にな って い て 、 看 板 の 絵 を眼 前 に思 い 浮 か べ て 描 写 して い る こ と を
表 してい る、 文236,239,240が 「非 で す ます 体 」 に シ フ トして い な い の は、 情 景 描 写 とい
う よ り説 明 的 な部 分 に なっ て い る か らで は ない か と考 え られ る 。述 部 が 「止 まって んで す 。」
「書 い て あ る ん で す ね 。」 「思 うん で す 。」 と 「ん で す」 を伴 っ て い る の は その ため で あ る と
目本語 の講 演 の 談 話 に お け る ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トの 形熊 と機 能
考 え られ る。
5.講 演 に お け る話 段 と ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト
佐 久 間(1987,2003〉 は、 「話 段 」 とい う、 ひ と ま と ま りの 「話 題 」 を表 す 言語 単位 が 、
大 小 様 々 の話 題 の統 括 関係 に よ る多重 構 造 を形 成す る と定 義 して い る。
こ こで は、講 演 資 料 ④(r司 馬 遼 太郎 が 語 る 第 四 集 文 章 日本 語 の 成 立」〉 を取 り上 げ 、
ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ トと話段 との 関連 につ い て 考察 して み た い。
話 段 の 区分 の 認 定 は、 筆者 を含 む4名 で 行 っ た。 被 調 査 者 に は、 話 が 変 わ っ た と思 う と
こ ろ で切 る よ う に と指 示 した 。 こ こで 話 段 と して取 り上 げ るの は 、4名 の被 調 査 者 、3名
以上 が 話 題 の 切 れ 目 と して区 切 った 箇所 で あ る。
(7〉 資 料④
4.え 一、 時 間が み じ こ うご ざい ます か ら、結 論 を 申 し上 げ て、 あ とは、 そ れ に伴 う論証
で は な くて 、雑 談 の ような こ とを 巾 し上 げ た い と思 い ます ・
5,え 一 、文 章 とい うの は一 つ の 社会 が 、 え 一 、 た と え ば、 日本 の場 合、 明 治 維 新 の よ う
な極 め て 、 え 一 、何 てい い ます か 、 え 一、 文 化 的 に は革 命 が 起 こ り ま した と きは 、文
章 も と も に滅 び る わ けで あ っ て 、江 戸 時 代 に習 熟 した文 章 は明 治 に は生 遡 い。
6,少 しず つ しか 幽 。
7.そ の 、 そ れが 文 章 とい うの は 明治 初 年 の役 人、 軍 人 、小 説 家 、 あ るい は新 聞 記者 、 そ
の 他 一般 の 人 々 に至 る まで 、 そ れ ぞ れ手 作 りの 文 章 を作 る も んで あ りま して 、 そ の手
作 りの文 章 が 、 え 一、完 成す る の に は、 百 年 くらい か か る と.
8.完 成 って の は、 語 弊 が あ ります け ど、 共 通 の 、 共 有 の もの にな る.。
9.つ ま り、誰 で もその 文 章 に 、 え 一 、参 加 す れば 、 自分 の 感 情 、 あ るい は 、 言 い た い こ
と力書ほ ぼ誕 。
10,そ れ には 、 百年 か か る ん だ と。
1Lそ れ まで は 、 そ れ ぞ れ、 人 々の 手作 りに よる もん だ とい う麺≦塑 。
12.え 一、 そ の、 昭 和27,8年 頃 に、 ど こか の雑 誌 に、 え 一 、 評論 家 が 、 近 頃 の 小 説 は
と言 って 、 悪 口 を書 い て お り ま して 、 え 一 、 皆 、 似 て きた と、 皆 、 似 て き た と い う
こ とを書 い て お り ま して、 その 時 に 、非 常 に、 こ の 、 面 白 か った の は、 読 んで お り
ま して 、似 て くる の は、 あ た り まえ だ と、 え 一 、 い う感想 を持 っ た わ けで あ ります 。
例(7〉 の 話 段 で の話 題 は 「共 通 文 章 の 成立 」 で あ る。 こ れ はr話 し手 の 見 解 を示 す た
め の ス ピ ーチ ・レベ ル ・シフ ト」 の 文 を含 ん だ話 段 で あ る。 文5～10の 「非 で す ます 体」
に シ フ トした 文 は 話 し手 の 見解 を表 し、文11の ト とい う話 で あ ります 。」 とい う述 部 が 、
そ れ 以前 の6文 を話 段 に ま とめ て い る。
(8〉 資 料④
39,こ れ は、 非 常 に 概括 的 な 、 あの 、あ るい は 、 こ の 、 しゃれ た 言 い 方 で あ っ て 、 え一 、
い ろ い ろ異 論 が あ る と思 い ます け ど も
と、巴 う よ う にな りま した。
そ れ で 、 あ あ 、 ドイ ッ語 は成 熟 した んだ な
40.え 一 、 そ れ と、 この 、文 章 をち ょっ と離 れ ま して 、 え 一 、 お しゃべ りをす る とい う
こ とか ら始 め た い と,轡、い ますD
4Lそ の 、不 特 定 の 大衆 に対 して、 ひ とつ の テ ー マ で 、私 が 、 今 、 や っ て い ます よ う に、
え一 、長1巫_す る。
覗.そ う い う もの は 、 日本 の 習慣 に は 、 明 治 時代 の 習慣 には 、全 一
並 。
43。え 一、 言 語 と して 、 うま く一 立。
44.え 一 、幕 末 の 士 などが 、 こ う 、非 常 に講 論 を して お る。
45.あ る い は、 今 後 、 ど うす るべ きか とい う こ と を篁 謹⊥選 。
46.あ る い は、 反 対 勢力 との 間 の一 。
47.そ れ は 、 全 部 、 お座 敷 に す わ っ て 、 議 論 を して お った の か とい う と、 そ れ だ けの 言
語 は な か っ た よ うに、思 い ます 。
48.え 一 、京 都 で 、 皆、 下 宿 す る よ う に して 、 転 々 と、 泊 ま って お り ま して 、 ほ ぼ、 お
一 、 同 じ党 派 は 、似 た よ うな 町 に、 え一 、 際 町 な ら際 町 に、 え 一、 泊 まって お り ま
す が 、 え 一、 隣 に とま っ て お ります 仲 間 に、 手紙 を塾 。
49.で 、下 男 の 人が益2巫 。
50,返 事 が す ぐ、 』も.、と旋っ て」.』登 。
51.文 章 で お互 い に、 こ う しよ う とか 、 俺 は こ う思 う とか い うこ とを、 非 常 に簡 潔 な漢
文 交 じ りの 、候 文 か 、 も し くは 、 あ 一 、 メモ 程 度 の 文 章 を、 で 、 意 志 の 通 じ合 い を
して お る。
52、う一 ん 、非 常 に不 自 由 な こ とば だ っ たわ け で あ り ます 。
53.え 一 、 そ う じゃ な くて 、 西 鶴 が あ る じゃ ない か とか 、 源 氏 物 語 が あ る じ ゃな いか と
か い う よ うな こ とは 、 これ は、 つ ま り、 え一 、 西 鶴 と源 氏 物 語 で は 、幕 末 の政 治 情
勢 とか 、 ペ リー シ ョッ ク とか 、 あ 一 、 あ るい は、 幕 府 を倒 す とか 、倒 さな い とか っ
て い うこ とは、 なか な か論 じる こ とはで きな い わ け で あ ります 。
54.え 一 、 そ れ で 、 明 治 に な っ た と きに、 幕 末 か ら明 治 にか け て、 しば しば外 国 に行 っ
た 福 沢 諭 吉 さ んが 、 そ の 、 欧 米 の 文 明 の 元 の 一 つ は、 あ 一 、 ま一 、 あ 一 、 自由 と権
利 とい うこ とが あ り ます が 、 も うひ とつ 、 そ の 、一 。
例(8〉 の話 段 の 話 題 は 「長 し ゃべ りをす る習 慣 は 、 明治 時 代 には全 くな か った」 とい
う内容 で あ る。
「非 で す ます 体 」 に シフ トした文41は 、 「で す ます 体 」 の 文42の 「そ うい う もの」 の 内
容 を指 して い る。野 田(2002)は 、この よ うな二 つ の文 の 従 属 的 な 関 係 を[子 文 」、 「親 文 」
と して い る。
日本語 の講 演 の談 話 にお け る ス ピ ーチ ・レベ ル ・シ フ トの 形 態 と機 能
文42、 文43は 、 「～ わ け であ ります 。」 とい う述 部 の 表 現 に よ って 、文41の 「長 しゃべ
り」 に つ い て 説 明 して い る。 そ して 、 文44～46ま で は 、 シ フ トした 文 に よ っ て 、 議論 し
て い る様 子 を列 挙 して い るが 、 文47で 、 しか し、 実 際 に は そ の よ う に議 論 す る こ とは な
か っ た よ うだ と説 明 して い る。 シ フ ト した文49～51で 、 実 際 に は こ うで あ っ た と、事 実
と して提 示 し、 文52で 「非 常 に不 自由 な こ とば で あ った 。」 とい う こ と を 「～ わ け で あ り
ます 。」 とい う叙 述 表 現 を用 い て説 明 してい る。
つ ま り、文44～46を 文47が ま とめ 、文49-51を 文52が ま とめ て い る 。 そ して 、 こ の
話 段 全 体 を文42が 「長 し ゃべ り をす る と い う習慣 は 、 明 治 時 代 には 全 くなか っ た」 とい
う内 容 で ま とめ て い る。 文53で は 、西 鶴 や 源 氏 物 語 の 文 章 で は幕 末 の 政 治 情 勢 は語 れ な
い とい う こ と を例 示 して、 文42の 説 明 の補 足 を して い る。
例(7)(8)で は 、 「非 で す ます 体 」 に シ フ トした 連 文 が 、 ト とい う話 で す 。」 「～ わ け で
す 。」 な どの 「で す ます 体」 の 文 に よ っ て ま とめ られ て い る こ とが わか る。
つ ま り・ 講 演 の 談 話 に お い て は 、 話 段 の 中 にあ る 「非 で す ま す 体 」 の 文 は 、 指 示 語 や
「～わ けで す 。」 な どが 含 まれ る 「で す ます 体」 の文 に よっ て 、 ま とめ られ る とい うこ とが
い え る。
6.結 論と今後の課題
講 演 の 談 話 にお け るス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トの 機 能 の分 析 に よ り、先 行 研 究 に挙 げ ら
れ て い る談 話 展 開 機 能 以 外 に 、D～Fの 新 しい3種 の 機 能 が認 め られ た。
D.「 話 し手 の見 解 や 感 想 な どを示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト」
E。 「列 挙 の ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト」
F.「 情 景描 写 の ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ ト」
しか し、 本 研 究 で は 、4種 の講 演 に お い て 、 「で す ま す 体 」 か ら、 「非 で す ます 体」 ヘ シ
フ トした 発 話 、 す べ て につい てそ の機 能 を分 析 す る こ と はで き な か っ た。 さ ら に、 詳 細 な
分 析 に よ り、 他 の 新 しい 機能 を見 い 出 す 可 能 性 も残 され て い る。
ま た 、 講 演 で は 、 話 段 の 中 に あ る 「非 で す ます 体 」 の 文 は、 指 示 語 や 「～ わ けで す 。」
な どが 含 まれ る 「で す ます体 」 の 文 に よっ て 、 ま とめ られ て い る とい う こ とが わ か っ た。
さ らに、 分 析 結 果 か ら、各 講 演 につ い て 、 以下 に示 す 特 徴 が 明 らか にな った 。
資 料①(1)「 引 用 の シフ ト」 が な い た め 、 連 続 して 起 きた シ フ トは最 長 で4文 で あ っ
た 。(【表3】)
(2〉 話 段 の 中 に あ る 「非 です ます 体」 に シフ ト した文 は 指 示語 を含 む 「で す ま
す 体 」 の 文 に よ っ て、 ま とめ られ て い る こ とが 多 い。
(3)「 で す ま す 体」 に 占め る 「非 で す ま す 体 」 の比 率 は、14.9%と 、4資 料 の
中 で 一 番 低 か った 。
資 料②(1)最 も長 く続 い て シ フ ト した 箇所(12文 〉 は 、 「引 用 の シ フ ト」 で あ る。
(2)聴 衆 に学 生 が 多 い た め か 、 他 の講 演 の 資 料 に は見 ら れ な い心 的距 離 の 調 節
に よる ス ピーチ ・レベ ル ・シフ トが見 られ た'5・.
(3)「 で す ます 体」 に 占め る 「非 で す ます 体」 の 比 率 は、394%で あ った 。
資 料③(1)最 も長 く続 いて シ フ トした 箇所(7文)は 、 「結 論 を示 す シ フ ト」 で あ る。
早稲 田大学 日本語教 育研究
(2)体 言 止 め に よ る シ フ トが 多 い。 特 に 、処 刑 され た人 の 人 数 、年 齢 な どを 強
調 す る ため 、 数 字 を体 言 止 め で 述べ てい る箇 所 が 多い 。
(3〉[で す ます 体」 に 占め る 「非 で す ます体 」 の 比 率 は、24.1%で あ っ た。
資 料 ④(D最 も長 く続 い て シ フ トした箇 所(16文)は 、r引 用 の シ フ ト」 で あ る。
(2〉 「(結論)の よ うな こ とを 申 し上 げ たい と思 い ます 。」 「これ は余 談 の 中の 余
談 で す が 、」 「もう ひ とつ 、 個 人経験 を 申 し上 げ ますが 、」 な どメ タ言 語 的 表
現 が 多い 。 そ の た め 、被 調 査 者 に よる話 段 の 切 れ 目は一 致 して い る 箇 所 が
多 か った。
(3)「 で す ます 体 」 に 占 め る 「非 で す ます 体 」 の 比 率 は 、42.2%と 、 一 番 高 か
っ た。
資 料① で 、 シ フ トの 比率 が 低 い の は、 「引 用 の シ フ ト」 が な い た め で あ る と考 え られ る。
一 方
、資 料 ② と④ に シ フ トの比 率 が 高 い の は 、r引 用 の シ フ ト」 が 多 い た め で あ る と考 え
られ るq
ま た、 この 分析 で は 、男 性 の ほ うが 女 性 よ リシ フ トの比 率 が 高 い こ とが わか る。 そ の理.
由 は 、 丁 寧 さ を考 慮 しない・し1と考 え ら れ る談 話展 開標 識 の た め の シ フ トと言 え ど も、 聴
衆 の前 で は 、丁 寧 さ に欠 け る とい う章 識 が 多 少 働 くた め に 、男 性 よ り丁 寧 に話 す傾 向 の あ
る女 性 に は、 そ れ ほ ど頻繁 に は使 わ れ て い ない とい うこ とで は な い か と考 え られ る。
「で す ます 体 」 に 占 め る 「非 で す ます 体 」 の比 率 は 、14.9%～42.2%と 幅 が あ る が 、分
析 の結 果 か ら シ フ トした 「非 です ます 体 」 は、 言 語 伝達 面 で重 要 な 意 味 を持 つ とい う こ と
カ`明らか に な っ た。
7、 日本 語 教 育 へ の 応用
野 田(2002)は 、 「非 て い ね い形 」(本 稿 で は 、 「非 で す ます 体 」)に は 、 「聞 き手 をて い
ね い に扱 わ ない こ とを表 す もの 」 と、 「聞 き手 をて い ね い に扱 うか ど うか の 選 択 を して い
ない こ と を表 す もの」 の2種 類 が あ る こ と を述 べ て い る 。講 演 の 談話 に 見 られ る談 話 展 開
標 識 の た め の 「非 です ます 体」 は 、 後者 の 「聞 き手 をて い ね い に扱 うか ど うか の選 択 を し
てい ない こ と を表す 」 シ フ トで あ る 。
日本 語 教 育 で 、 ス ピーチ ・レベ ル ・シ フ トを扱 う場 合 、 まず 、 最 初 の 段 階 と して は 、 こ
の聞 き手 を丁寧 に扱 うか ど うか の 選 択 を して い な い談 話 の 展 開 標 識 の 機 能 を持 つ シフ トを
教 え るの が 妥 当 で は な い か と考 え る.な ぜ な ら、学 習 者 が こ の よ うな シ フ トを行 って も、
聞 き手 に対 して 、 失 礼 で あ る とか 、 馴 れ 馴 れ しい とい う印 象 を与 え る心 配 が な い か らで あ
る。 た とえば 、 講 演 の談 話 に見 られ た よ うな 「引用 の ス ピ ーチ ・レベ ル ・シ フ ト」 や 「結
論 を示 す ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ ト」 を学 習 者 の 口頭 発 表 の 場 面 で 指 導 す る。 仮 説 や結 論
な どの重 要 な箇 所 を[非 です ます 体 」 に シ フ トさせ る こ との 効 果 を実 際 の 談 話 の 例 な どを
示 して指 導 す る こ とは 、 そ れ ほ ど難 しい こ とで は な い と考 え られ る。
い ず れ に して も、 「で す ます 体 」 を基 調 と した談 話 の 中 で シ フ ト した 「非 で す ます 体 」
は、 偶然 に生 じた もの で は な く、言 語 伝 達 面 で 重 要 な意 味 を持 つ もの で あ り、 日本 語 教 育
の現 場 で も、 教 師 が ス ピー チ ・レベ ル ・シ フ トの 形態 や機 能 を十 分 に理 解 した う えで 、 そ
の 使 い方 を学 習 者 に指 導 す る必 要 が あ る ので は ない か と考 え られ る ・
IIイ㍉1、の"1覧演 ぴ〕II炎FIllにお け る ス ピ ー チ レ ベ ル シ フ トの 形 態 と 機 能
[本 稿 は 、2003fr6月 、III・`1'11111大学 一7:院II木IIll教育{iノヒ究 秤 に 提 出 した 修 士 論 文 『II本 、i吾の,,薄演 の 談
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